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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�
五
本

幸
正
・
富
山
市
議
会
議
長
）
と
市
議
会

議
員
共
済
会
（
会
長
�
同
）
が
共
同
で

設
置
し
て
い
る
議
員
年
金
対
策
会
議
が

７
月
１４
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
政
府

等
に
対
す
る
要
請
行
動
の
状
況
に
つ
い

て
、
共
済
会
副
会
長
の
福
井
章
司
・
佐

賀
市
議
会
議
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
の

ち
、
議
長
会
・
共
済
会
が
と
る
べ
き
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

市
町
村
議
会
議
員
の
年
金
財
政
は
何

も
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、
平
成
２３
年
度

で
の
破
綻
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
議

長
会
・
共
済
会
で
は
、
と
も
に
２
月
と

５
月
、
「
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
に

関
す
る
適
切
な
措
置
を
求
め
る
決
議
」

を
採
択
し
、
原
口
総
務
相
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
方
面
へ
、
本
会
決
議
に
基
づ

く
見
直
し
を
行
う
よ
う
働
き
掛
け
て
き

た
。
政
府
は
秋
頃
に
も
対
応
方
針
を
決

定
す
る
見
通
し
。
議
長
会
・
共
済
会
で

は
、
今
後
も
本
会
決
議
に
基
づ
き
制
度

を
見
直
す
よ
う
求
め
て
い
く
。

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会

長
�
五
本
幸
正
・
富
山
市
議

会
議
長
）
は
７
月
１５
日
、
東

京
・
全
国
都
市
会
館
で
理
事

会
を
開
き
、
第
８６
回
本
会
定

期
総
会
（
５
月
２６
日
開
催
）

で
議
決
さ
れ
た
要
望
項
目
を

各
委
員
会
へ
付
託
し
た
。

本
会
定
期
総
会
で
の
議
決

事
項
は
、
会
長
提
出
に
よ
る

項
目
が
４
本
、
部
会
提
出
に

よ
る
項
目
が
２６
本
と
な
っ
て

い
る
�
４
面
に
掲
載
。
会
長

提
出
に
よ
る
議
決
事
項
は
▽

地
域
主
権
改
革
の
推
進
に
関

す
る
決
議
▽
地
方
税
財
源
の

充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
▽

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
の

早
急
な
見
直
し
に
関
す
る
決

議
▽
口
蹄
疫
対
策
に
関
す
る

緊
急
決
議
。
う
ち
「
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
の
早
急
な

見
直
し
に
関
す
る
決
議
」
に

つ
い
て
は
、
翌
２７
日
に
開
催

さ
れ
た
共
済
会
の
代
議
員
会

で
も
同
じ
内
容
の
決
議
が
採

択
さ
れ
て
い
る
。
採
択
さ
れ

た
決
議
は
、
議
長
会
・
共
済

会
連
名
の
決
議
と
し
て
５
月

２８
日
、
地
元
選
出
国
会
議
員

に
対
す
る
要
望
書
と
し
て
全

市
議
会
へ
送
付
し
た
。

な
お
、
当
日
は
久
元
喜
造

・
総
務
省
自
治
行
政
局
長
が

「
当
面
の
地
方
行
財
政
の
諸

課
題
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

本
会
理
事
会
終
了
後
、
今

年
か
ら
本
会
に
設
置
さ
れ
た

地
域
主
権
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
が
７
月
１５
日
、
初

会
議
を
開
き
、
正
副
委
員
長

を
選
任
し
た
。

選
考
の
結
果
、
委
員
長
に

は
野
田
譲
・
仙
台
市
議
会
議

長
、
副
委
員
長
に
は
山
口
広

道
・
八
戸
市
議
会
議
長
、
新

美
保
博
・
半
田
市
議
会

議
長
、
仲
道
俊
寿
・
大

分
市
議
会
議
長
が
選
任

さ
れ
た
。
委
員
の
任
期

は
１
年
。
特
別
委
員
会

自
体
の
設
置
期
間
は
、

平
成
２５
年
５
月
ま
で
の

３
年
間
。

同
委
は
▽
地
域
主
権

戦
略
会
議
▽
国
と
地
方

の
協
議
の
場
（
仮
称
）

▽
地
方
行
財
政
検
討
会

議
▽
そ
の
他
地
域
主
権

―
―
に
関
す
る
事
項
を

所
掌
す
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1767号７月２５日平成22年
（2010年）

本
会
が
理
事
会
を
開
催

各
委
員
会
へ
定
期
総
会
議
決
事
項
を
付
託

地地
域域
主主
権権
特特
委委
がが
始始
動動
本会

委
員
長
に
野
田
仙
台
市
議
長

今
後
の
対
応
を
協
議

議議
員員
年年
金金
対対
策策
会会
議議

あ
い
さ
つ
す
る
五
本
会
長

左から山口副委員長、野田委員長、五本会長、仲道副委員長

五
本
会
長（
左
）と
福
井
副
会
長

（１） 平成２２年７月２５日 第１７６７号
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請請
願願
のの
処処
理理
状状
況況

請
願
は
、
住
民
に
よ
る
重
要
な

参
政
機
能
の
一
つ
で
あ
る
。

自
治
法
第
１
２
４
条
で
は
「
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
請
願

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
議
員
の
紹

介
に
よ
り
請
願
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ
り
、
同

法
第
１
２
５
条
で
は
採
択
請
願
に

つ
い
て
、
議
会
は
「
（
略
）
そ
の

請
願
の
処
理
の
経
過
及
び
結
果
の

報
告
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
あ
る
。

法
第
１
２
４
条
の
規
定
に
基
づ

い
て
、
平
成
２１
年
中
に
全
国
８
０

６
市
議
会
へ
提
出
さ
れ
た
請
願
の

「
総
件
数
」
は
４
４
５
２
件
に
及

ん
で
お
り
、
１
市
平
均
５
・
５
件

と
な
っ
た
表
１
の
と
お
り
。

請
願
の
処
理
状
況
を
見
る
と
、

「
採
択
」
が
１
６
２
７
件
（
３６
・

５
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
不

採

択
」
１
５
５
９
件
（
３５
・
０

％
）
、
「
継
続
審
査
」
６
３
９
件

（
１４
・
３
％
）
な
ど
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
過
去
３
年
間
の

「
総
件
数
」
と
「
１
市
平
均
件
数
」

は
、
１８
年
中
が
６
０
７
７
件
（
７

・
６
件
）
、
１９
年
中
が
５
４
４
５

件
（
６
・
８
件
）
、
２０
年
中
が
４

９
７
４
件
（
６
・
２
件
）
で
あ
っ

た
。

前
号
に
続
き
、
本
会
が
ま
と
め
た
平
成
２１
年
中
の
「
市
議
会
の
活

動
に
関
す
る
調
査
結
果
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

ババ
リリ
アア
フフ
リリ
ーー
化化

平
成
２１
年
１２
月
末
時
点
に
お
け

る
全
国
８
０
６
市
の
「
議
場
・
議

会
等
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
状
況

（
複
数
回
答
）
」
に
つ
い
て
は
表

３
の
と
お
り
。

具
体
的
事
例
は
、
議
場
に
至
る

た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
や
傍
聴

席
、
ト
イ
レ
や
議
席
な
ど
の
「
車

椅
子
対
応
の
設
備
」
が
５
０
４
市

（
６２
・
５
％
）
と

最

も

多

く
、
以

下
「
声
の
議
会
だ
よ
り
の
発
行
」

２
５
３
市
（
３１
・
４
％
）
、
「
必

要
に
応
じ
た
手
話
通
訳
の
実
施
」

１
８
５
市
（
２３
・
０
％
）
、
「
介

助
者
、
盲
導
犬
の
同
伴
を
認
め
て

い
る
」
１
７
１
市
（
２１
・
２
％
）
、

「
聴
覚
障
害
者
用
の
設
備
（
イ
ヤ

ホ
ン
な
ど
）
が
あ
る
」
１
２
９
市

（
１６
・
０
％
）
、
「
視

覚

障

害

者

用
の
設
備
（
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
）
が

あ

る
」
７２
市
（
８
・
９
％
）

と
な
っ
た
。

ち
な

み

に
、
前

年

末
（
２０
年
）

と
比
べ
る
と
、
「
手
話
通
訳
の
実

施
」
並
び
に
「
介
助
者
、
盲
導
犬

の
同
伴
」
の
導
入
市
数
に
変
化
は

な
い
も
の
の
、
「
車
椅
子
対
応
の

設
備
」
が
２０
市
、
「
視
覚
障
害
者

用
設
備
」
が
１１
市
増
加
し
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。

議議
会会
ウウ
ェェ
ブブ
ササ
イイ
トト

議
会
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
提
供
し
て
い
る
の
は
８
０
３

市
で
、
具
体
的
な
掲
載
内
容
（
複

数
回
答
）
は
表
２
の
と
お
り
。

「
議
員
名
簿
（
委
員
会
別
、
会

派

別

な

ど
）
」
が
７
９
５
市
（
９９

・
０
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で

本
会
議
な
ど
の
「
会
議
日
程
」
７

８
２
市
（
９７
・
４
％
）
、「
議
会
の
し

く
み
、
傍
聴
案
内
」
７
７
２
市
（
９６

・
１
％
）
、「
会
議
録
、
会
議
録
検
索

シ
ス
テ
ム
」
７
２
５
市
（
９０
・
３

％
）
が
い
ず
れ
も
９０
％
を
超
え
、

続
い
て
「
議
会
だ
よ
り
」
７
０
９

市
（
８８
・
３
％
）
の
順

と

な

っ

て

い
る
。

ま
た
、
前
年
と
比
べ
掲
載
内
容

が
増
え
た
の
は
「
議
長
交
際
費
」

（
前
年

度

比
５０
市

増
）
、
「
ネ

ッ

ト
に
よ
る
議
会
中
継
な
ど
」
（
同

４７
市
）
、
「
議
員

の

顔

写

真
（
委

員
会
別
、
会
派
別
な
ど
）
」
（
同

３６
市
）
で
あ
っ
た
。

な
お
、
「
そ
の
他
」
の
掲
載
内

容
と
し
て
は
、
歴
代
正
副
議
長
一

覧
、
行
政
視
察
受
入
案
内
、
議
席

表
、
議
事
堂
案
内
な
ど
で
あ
る
。

【表１】請願の処理状況
（平成２１年１月１日～１２月３１日、８０６市、設問別）

計

８５２

１，１２２

９１８

２９７

２７８

１５６

１５０

６７９

４，４５２

その他

５

５

１４

１０

４

０

０

２４

６２

継続
審査

７６

１２２

８７

３１

１９

１０

７４

２２０

６３９

審議
未了

１９

３７

２５

３

２

２

１

１９１

２８０

取り
下げ

２５

３８

１９

８

１５

１０

１０

３６

１６１

不採択

２４０

３６９

４２６

１１８

１２６

９０

４１

１４９

１，５５９

趣旨
採択

１４

３１

２４

３

３

２

９

８

９４

一部
採択

１３

９

１

１

４

１

０

１

３０

採択

４６０

５１１

３２２

１２３

１０５

４１

１５

５０

１，６２７

５万未満
（２５４市）

５～１０万未満
（２６６市）

１０～２０万未満
（１５９市）

２０～３０万未満
（４３市）

３０～４０万未満
（３０市）

４０～５０万未満
（２１市）

５０万以上
（１５市）

指定都市
（１８市）

全市
（８０６市）

【表２】議会ウェブサイトの掲載内容
（平成２１年１２月３１日現在、ウェブサイトを開設している８０３市、複数回答）

市数
１０１市
１２．６％
９１市
１１．３％
３３４市
４１．６％
１７４市
２１．７％
９０市
１１．２％
２４９市
３１．０％
６０市
７．５％
１５３市
１９．１％
３４市
４．２％
１３市
１．６％
１３市
１．６％
４５市
５．６％
１３６市
１６．９％

掲載内容

行政視察報告

議員報酬・費用弁償

議長交際費

政務調査費

議会活性化への取り組み紹介

意見書・決議

子ども向けのページ

議会用語の解説

議長・副議長の日程

クイズ

外国語によるページ

携帯電話での閲覧用ページ

その他

市数
７７２市
９６．１％
２６２市
３２．６％
７９５市
９９．０％
５５０市
６８．５％
１７４市
２１．７％
７８２市
９７．４％
６０５市
７５．３％
６３４市
７９．０％
７０９市
８８．３％
６７９市
８４．６％
２６６市
３３．１％
７２５市
９０．３％
８２市
１０．２％

掲載内容

議会のしくみ、傍聴案内

議長又は正副議長のあいさつ

議員名簿（委員会別、会派別
など）

議員の顔写真（委員会別、
会派別など）

その他の議員情報（メールアド
レス、議員のウェブサイトなど）

会議日程

議案一覧及び結果など

質問通告書、質問内容など

議会だより

請願・陳情の提出方法、
書式のダウンロードなど

ネットによる議会中継など

会議録、会議録検索システム

市民からの相談室、意見箱・掲
示板など

【表３】議場・議会等への
バリアフリー化の実施状況
（平成２１年１２月３１日現在、８０６市、複数回答）

市数

５０４市
６２．５％

７２市
８．９％

１２９市
１６．０％

１８５市
２３．０％

２５３市
３１．４％

１１９市
１４．８％

１７１市
２１．２％

車椅子対応の設備（傍聴席、エレ
ベーター、スロープ、トイレ、演
壇、議席などいずれか）

視覚障害者用の設備（点字ブロ
ックなど）がある

聴覚障害者用の設備（イヤホン
など）がある

必要に応じた手話通訳の実施

声の議会だよりの発行

点字議会だよりの発行

介助者、盲導犬の同伴を認めて
いる

市市
議議
会会
活活
動動
のの
実実
態態

請
願
の
処
理
状
況
・
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

第１７６７号 平成２２年７月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
は
「
平
成

２３
年
度
都
市
税
制
改
正
に
関
す
る

要
望
」
を
ま
と
め
、
７
月
１３
日
に

総
務
省
へ
提
出
し
た
。

こ
れ
は
、
政
府
の
次
年
度
税
制

改
正
の
審
議
に
む
け
、
本
会
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
な
ど
、

関
係
団
体
か
ら
要
望
を
聴
取
す
る

た
め
総
務
省
が
実
施
し
た
も
の
。

本
会
は
、
地
域
主
権
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
、
持
続
的
か
つ
安
定

的
な
行
財
政
運
営
が
可
能
と
な
る

地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
を
図
る

た
め
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
税
制

度
の
抜
本
的
な
見
直
し
な
ど
を
要

望
に
盛
り
込
み
、
そ
の
実
現
を
求

め
た
。

要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

１
�
消
費
税
等
の
税
源
移
譲
な
ど

に
よ
る
偏
在
性
の
少
な
い
地
方

税
体
系
の
構
築

２
�
自
動
車
関
係
諸
税
の
現
行
の

税
収
維
持

３
�
都
市
税
源
の
充
実
強
化

４
�
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

の
所
要
額
確
保

５
�
政
令
指
定
都
市
等
に
対
す
る

税
制
上
の
特
例
措
置
の
充
実
強

化
６
�
環
境
関
連
税
制
の
導
入
に
伴

う
地
方
財
源
の
確
保

７
�
非
課
税
等
特
別
措
置
の
整
理

縮
小
等

８
�
政
治
活
動
に
関
す
る
個
人
献

金
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
拡

大
９
�
地
方
税
法
の
改
正
時
期

１０
�
税
制
の
抜
本
改
革
に
当
た
っ

て
の
過
疎
地
域
へ
の
配
慮

▼
議
長

▽
伊
達
（
福
島
）

吉
田
一
政
（
５
・
１
）

▽
に
か
ほ

佐
藤
文
昭
（
５
・
１１
）

▽
魚
津

浦
崎
将
隆
（
５
・
１１
）

▽
た
つ
の

井
上

仁
（
５
・
１２
）

▽
気
仙
沼

臼
井
真
人
（
５
・
１３
）

▽
真
岡

鶴
見

真
（
５
・
１３
）

▽
鳥
羽

坂
倉
紀
男
（
５
・
１３
）

▽
越
前

金
子
芳
巧
（
５
・
１４
）

▽
袋
井

佐
藤
省
二
（
５
・
１４
）

▽
豊
明

矢
野
清
實
（
５
・
１４
）

▽
四
日
市

中
森
愼
二
（
５
・
１４
）

▽
熊
野

前
地

林
（
５
・
１４
）

▽
相
生

角
石
茂
美
（
５
・
１４
）

▽
三
木

藤
本
幸
作
（
５
・
１４
）

▽
高
松

住
谷
幸
伸
（
５
・
１４
）

▽
宇
城

永
木
伸
一
（
５
・
１４
）

▽
綾
瀬

青
�

愼
（
５
・
１７
）

▽
甲
斐

内
藤
久
歳
（
５
・
１７
）

▽
栃
木

大
川
秀
子
（
５
・
１７
）

▽
勝
浦

板
橋

甫
（
５
・
１７
）

▽
尾
張
旭

水
野
義
則
（
５
・
１７
）

▽
日
進

余
語
充
伸
（
５
・
１７
）

▽
富
田
林

鳴
川

博
（
５
・
１７
）

▽
大
津

竹
内
照
夫
（
５
・
１７
）

▽
府
中
（
広
島
）

小
野
申
人
（
５
・
１７
）

▽
鹿
屋

下
本
地

隆
（
５
・
１７
）

▽
能
代

武
田
正
廣
（
５
・
１８
）

▽
久
喜

山
田
達
雄
（
５
・
１８
）

▽
佐
倉

臼
井
尚
夫
（
５
・
１８
）

▽
一
宮

浅
井
俊
彦
（
５
・
１８
）

▽
半
田

新
美
保
博
（
５
・
１８
）

▽
常
滑

伊
藤
史
郎
（
５
・
１８
）

▽
枚
方

池
上
公
也
（
５
・
１８
）

▽
四
條
畷

山
本
富
子
（
５
・
１８
）

▽
京
都

加
藤
盛
司
（
５
・
１８
）

▽
宇
陀

中
山
一
夫
（
５
・
１８
）

▽
海
南

磯
�
誠
治
（
５
・
１８
）

▽
善
通
寺

山
根
貴
行
（
５
・
１８
）

▽
臼
杵

武
生
博
明
（
５
・
１８
）

▽
伊
勢
崎

定
方
英
一
（
５
・
１９
）

▽
堺

松
本
光
治
（
５
・
１９
）

▽
高
槻

久
保

隆
（
５
・
１９
）

▽
寝
屋
川

中
谷
廣
一
（
５
・
１９
）

▽
高
石

権
野
功
至
郎
（
５
・
１９
）

▽
山
口

野
村
幹
男
（
５
・
１９
）

▽
上
越

瀧
澤
逸
男
（
５
・
２０
）

▽
三
条

下
村
喜
作
（
５
・
２０
）

▽
名
古
屋

横
井
利
明
（
５
・
２０
）

▼
副
議
長

▽
伊
達
（
福
島
）

齋
藤
和
人
（
５
・
１
）

▽
に
か
ほ

池
田
好
隆
（
５
・
１１
）

▽
魚
津

下
司
孝
志
（
５
・
１１
）

▽
横
須
賀

板
橋

衛
（
５
・
１１
）

▽
た
つ
の

楠

明
廣
（
５
・
１２
）

▽
気
仙
沼

熊
谷
伸
一
（
５
・
１３
）

▽
真
岡

齋
藤
重
一
（
５
・
１３
）

▽
鳥
羽

木
下
爲
一
（
５
・
１３
）

▽
袋
井

廣
岡
英
一
（
５
・
１４
）

▽
豊
橋

岩
瀬

篤
（
５
・
１４
）

▽
豊
明

村
山
金
敏
（
５
・
１４
）

▽
み
よ
し

日
置
孝
彦
（
５
・
１４
）

▽
四
日
市

豊
田
政
典
（
５
・
１４
）

▽
熊
野

増
田
幸
美
（
５
・
１４
）

▽
相
生

三
浦
隆
利
（
５
・
１４
）

▽
三
木

武
田
篤
美
（
５
・
１４
）

▽
高
松

中
村
順
一
（
５
・
１４
）

▽
宇
城

堀
川
三
郎
（
５
・
１４
）

▽
綾
瀬

松
澤
堅
二
（
５
・
１７
）

▽
甲
斐

藤
原
正
夫
（
５
・
１７
）

▽
栃
木

関
口
孫
一
郎
（
５
・
１７
）

▽
勝
浦

渡
辺
玄
正
（
５
・
１７
）

▽
尾
張
旭

岩
橋
盛
文
（
５
・
１７
）

▽
日
進

峯

隆
之
（
５
・
１７
）

▽
富
田
林

高
山
裕
次
（
５
・
１７
）

▽
大
津

佐
藤
健
司
（
５
・
１７
）

▽
府
中
（
広
島
）

丸
山
茂
美
（
５
・
１７
）

▽
宮
崎

奥
松
博
行
（
５
・
１７
）

▽
鹿
屋

福
岡
幸
二
（
５
・
１７
）

▽
能
代

薩
摩

博
（
５
・
１８
）

▽
府
中
（
東
京
）

奈
良
�
久
和
（
５
・
１８
）

▽
久
喜

鈴
木
松
蔵
（
５
・
１８
）

▽
佐
倉

森
野

正
（
５
・
１８
）

▽
一
宮

笹
岡
久
夫
（
５
・
１８
）

▽
半
田

松
本
如
美
（
５
・
１８
）

▽
常
滑

藤
井
友
二
（
５
・
１８
）

▽
岐
阜

柳
原

覚
（
５
・
１８
）

▽
四
條
畷

岸
田
敦
子
（
５
・
１８
）

▽
京
都

柴
田
章
喜
（
５
・
１８
）

▽
宇
陀

山
本
繁
博
（
５
・
１８
）

▽
海
南

黒
原
章
至
（
５
・
１８
）

▽
善
通
寺

林
野
忠
弘
（
５
・
１８
）

▽
新
居
浜

伊
藤
優
子
（
５
・
１８
）

▽
臼
杵

内
藤
純
孝
（
５
・
１８
）

▽
鹿
児
島

平
山
た
か
し
（
５
・
１８
）

▽
伊
勢
崎

田
村
陽
子
（
５
・
１９
）

▽
堺

大
毛
十
一
郎
（
５
・
１９
）

▽
高
槻

中
浜

実
（
５
・
１９
）

▽
高
石

畑
中
政
昭
（
５
・
１９
）

▽
枚
方

松
浦
幸
夫
（
５
・
１９
）

▽
山
口

原
ひ
ろ
子
（
５
・
１９
）

▽
寝
屋
川

梶
本
孝
志
（
５
・
２０
）

▽
上
越

岩
崎
哲
夫
（
５
・
２０
）

▽
三
条

吉
田
進
一
郎
（
５
・
２０
）

▽
名
古
屋

渡
辺
房
一
（
５
・
２０
）

▼
事
務
局
長

▽
帯
広

斉
藤
達
也
（
４
・
１
）

▽
能
代

佐
藤
英
則
（
４
・
１
）

▽
に
か
ほ

細
矢
宗
良
（
４
・
１
）

▽
魚
津

青
森
貴
英
（
４
・
１
）

▽
文
京

田
中
芳
夫
（
４
・
１
）

▽
板
橋

細
井
榮
一
（
４
・
１
）

▽
名
古
屋

三
浦
孝
司
（
４
・
１
）

▽
み
よ
し

中
河

基
（
４
・
１
）

▽
草
津

山
本
勝
彦
（
４
・
１
）

▽
東
近
江

藤
川
万
嗣
（
４
・
１
）

▽
米
原

三
原
禎
一
（
４
・
１
）

▽
宇
治

山
田
晴
比
古
（
４
・
１
）

▽
亀
岡

今
西

猛
（
４
・
１
）

▽
京
田
辺

守
岡

稔
（
４
・
１
）

▽
神
戸

大
谷
幸
正
（
４
・
１
）

▽
豊
岡

西
村
昇
一
（
４
・
１
）

▽
加
古
川

坂
田
吉
正
（
４
・
１
）

▽
た
つ
の

吉
田
末
廣
（
４
・
１
）

▽
西
脇

杉
原
慶
一
（
４
・
１
）

▽
小
野

今
村
義
明
（
４
・
１
）

▽
養
父

山
下
吉
正
（
４
・
１
）

▽
丹
波

拝
野

茂
（
４
・
１
）

▽
有
田

山
本
準
治
（
４
・
１
）

▽
栃
木

和
久
井
弘
之
（
５
・
１７
）

▽
久
喜

神
田
芳
友
（
５
・
１８
）

呉
市
・
山
陽
小
野
田
市
・
庄
原
市

災災
害害
救救
助助
法法
がが
適適
用用

７
月
１２
日
か
ら
降
り
続
い
た
大

雨
の
影
響
に
よ
り
、
広
島
県
呉
市

で
は
土
石
流
等
が
発
生
し
、
多
数

の
住
民
の
生
命
や
身
体
に
多
大
な

危
害
を
も
た
ら
し
た
。

ま
た
、
山
口
県
山
陽
小
野
田
市

で
は
１５
日
の
大
雨
に
よ
り
、
住
家

等
に
多
数
の
被
害
が
生
じ
た
。
翌

１６
日
に
は
広
島
県
庄
原
市
が
大
雨

の
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
多
数
の
住

民
が
生
命
や
身
体
に
危
害
を
受
け

た
。こ

の
た
め
、
避
難
し
て
継
続
的

に
救
助
を
必
要
と
す
る
こ
と
か

ら
、
広
島
県
は
７
月
１４
日
付
で
呉

市
に
対
し
、
１６
日
付
で
庄
原
市
に

対
し
、
災
害
救
助
法
の
適
用
を
決

定
し
た
。

山
口
県
は
、
１５
日
付
で
山
陽
小

野
田
市
に
対
し
、
災
害
救
助
法
の

適
用
を
決
定
し
た
。

地
方
へ
財
源
移
譲
を

本
会
が
税
制
改
正
で
総
務
省
に
要
望

議議
会会
人人
事事

（３） 平成２２年７月２５日 第１７６７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



�����������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

産業経済委員長
青木 章（幸手市）

地
方
財
政
委
員
会

地
方
財
政
委
員
会
は
７
月
１６

日
、
東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２３
年
度
地
方

税
財
政
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を

決
定
。
会
議
終
了
後
、
正
副
委
員

長
は
要
望
実
現
に
向
け
、
民
主
党

の
菊
田
真
紀
子
・
副
幹
事
長
ら
に

面
談
す
る
な
ど
、
関
係
方
面
へ
実

行
運
動
を
行
っ
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
地
方
財
政
の
充
実
強
化
�
�

地
方
交
付
税
の
法
定
率
の
引
上
げ

�
財
源
保
障
機
能
及
び
財
政
調
整

機
能
の
強
化
�
地
方
交
付
税
の
算

定
等
を
通
じ
た
確
実
な
財
源
措
置

�
子
ど
も
手
当
財
源
の
全
額
国
庫

負
担
な
ど
２
�
都
市
税
源
等
の
充

実
強
化
�
�
消
費
税
等
の
税
源
移

譲
な
ど
に
よ
る
偏
在
性
の
少
な
い

地
方
税
体
系
の
構
築
�
自
動
車
関

係
諸
税
の
現
行
の
税
収
維
持
�
都

市
税
源
の
充
実
強
化
�
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保

な
ど
３
�
地
方
債
資
金
の
所
要
額

の
確
保
等
４
�
地
方
公
営
企
業
の

経
営
健
全
化
等
�
�
公
営
企
業
繰

出
金
の
所
要
額
確
保
等
な
ど
５
�

国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合
理
化

�
�
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化
な

ど
当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
黒
田
武
一
郎
・
財
政
課
長
と
同

省
自
治
税
務
局
の
青
木
信
之
・
企

画
課
長
が
、
地
方
財
政
と
地
方
税

制
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し

た
。

産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会
は
７
月
２０

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２３
年
度
産
業

経
済
施
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決

定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
農
業
振
興
対
策
�
戸
別
所
得

補
償
制
度
の
所
要
財
源
の
確
保
な

ど
２
�
林
業
振
興
対
策
�
森
林
・

林
業
基
本
計
画
の
具
体
化
な
ど
３

�
水
産
業
振
興
対
策
�
水
産
資
源

の
持
続
的
利
用
を
図
る
施
策
の
積

極
的
展
開
、
漁
船
漁
業
構
造
改
革

の
充
実
な
ど
４
�
農
林
水
産
業
共

通
対
策
�
農
林
水
産
物
の
価
格
適

正
化
、
農
林
水
産
業
の
担
い
手
の

確
保
・
育
成
対
策
拡
充
強
化
な
ど

５
�
食
の
安
全
及
び
消
費
者
の
信

頼
確
保
対
策
�
「
農
業
生
産
工
程

管
理
」
「
危
害
分
析
・
重
要
管
理

点
」
な
ど
の
普
及
促
進
、
輸
入
食

材
等
の
安
全
確
保
な
ど
６
�
中
小

企
業
振
興
対
策
等
�
緊
急
保
証
制

度
の
取
扱
期
間
延
長
な
ど
７
�
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
�
国
産
バ
イ

オ
燃
料
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
取

組
の
推
進
な
ど

当
日
は
、
農
林
水
産
省
大
臣
官

房
政
策
課
の
栗
田
徹
・
課
長
補
佐

が
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

本
会
の
５
委
員
会
は
、
７
月
１６
日
の
地
方
財
政
委
員
会
開
催
を
皮
切

り
に
活
動
を
開
始
し
た
。
２０
日
に
は
産
業
経
済
委
員
会
を
開
催
。
地
方

行
政
委
員
会
は
２２
日
、
建
設
運
輸
委
員
会
は
２６
日
、
社
会
文
教
委
員
会

は
２９
日
に
相
次
い
で
会
議
を
開
催
す
る
。
各
委
員
会
で
は
平
成
２３
年
度

政
府
予
算
の
概
算
要
求
に
向
け
た
要
望
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
要
望

実
現
の
た
め
関
係
方
面
へ
実
行
運
動
を
展
開
す
る
。

地
方
財
政
、
産
業
経
済
両
委
員
会
の
会
議
概
要
等
は
次
の
と
お
り
。

【
地
方
行
政
委
員
会
】

�
地
域
主
権
改
革
の
推
進

�
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し

�
国
に
よ
る
制
度
創
設
や
改
正
時

に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
構
築
や
改
修
に
つ
い
て
国
の
責

任
で
行
う
こ
と

�
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
等

【
地
方
財
政
委
員
会
】

�
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
（
共

管
）

�
地
方
財
政
の
充
実

【
社
会
文
教
委
員
会
】

�
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
（
共

管
）

�
少
子
化
対
策
の
推
進

�
子
ど
も
手
当
に
か
か
る
地
方
負

担�
子
ど
も
た
ち
の
生
命
を
守
る
た

め
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及
び
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
、
定

期
接
種
化
を
求
め
る
要
望

�
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
公
費
負

担
等
の
拡
充

�
国
民
健
康
保
険
制
度
の
充
実
強

化�
介
護
保
険
事
業
に
係
る
公
費
負

担
の
拡
充
に
お
け
る
財
政
措
置

	
生
活
保
護
に
関
す
る
意
見
書



自
治
体
病
院
の
医
師
確
保
対
策

並
び
に
財
政
支
援
措
置
の
充
実
強

化�
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
機

能
維
持

�
学
校
教
育
施
設
の
耐
震
化
事
業

推
進

【
産
業
経
済
委
員
会
】

�
口
蹄
疫
対
策
に
関
す
る
緊
急
決

議�
地
球
温
暖
化
対
策
に
寄
与
す
る

機
器
の
導
入
に
対
す
る
支
援
の
拡

充�
林
業
の
再
生

【
建
設
運
輸
委
員
会
】

�
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進

�
一
般
国
道
４
７
０
号
能
越
自
動

車
道
の
整
備
促
進

�
道
路
整
備
の
促
進

�
近
畿
北
部
地
域
の
道
路
交
通
網

整
備

�
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通
網
の

整
備
充
実

�
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

�
北
陸
新
幹
線
の
早
期
整
備

	
地
方
の
公
共
交
通
の
維
持
存
続

に
向
け
た
国
の
支
援
制
度
の
充
実



海
上
交
通
の
持
続
的
な
維
持
、

確
保

�
郵
政
改
革
に
関
す
る
要
望

本会

委委
員員
会会
がが
活活
動動
開開
始始

地
財
・
産
経
委
が
要
望
決
定

５５
委委
員員
会会
へへ
のの
付付
託託
事事
項項

地方財政委員長
榎元一已（西之表市）

あいさつする青木産経委員長

菊田真紀子・民主副幹事長（左）に要望
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